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Ⅰ．緒言

　日本学術会議からの提言「21 世紀の教養と教養教育」（平
成 22 年 4 月）では，「大学教育における体育・健康教育は，
高校までのような多面的・包括的な教育課程によって制約
されるものではないが，心身の健康維持や選択した種目の
活動を通じての技量形成・仲間づくりに加えて，保健体育
の意義，身体の理（ことわり）と自然や生活様式などとの

関係についての理解を深めるという点でも重要である．さ
らに言えば，この教育・学習活動は，芸術関連の活動とと
もに，非言語的な（nonverbal） 表現能力・コミュニケー
ション能力の形成という点でも重要である．」としている．
また，大学生の体力水準はピーク時に比べると，依然とし
て低いことが指摘されている（文部科学省，2016；内藤，
2016）．さらに，体力の低下だけでなく，大学生の肥満と
痩せ体型の増加（野口ら，2008；下門ら，2013），大学生
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の身体活動量の低下（西脇ら，2014），運動習慣の減少（相
澤ら，2014；梶ら，2016）等が問題視されていることを
鑑みても大学教養体育に求められる役割は大きいと言え
る．そんな中，大学体育授業を対象とした研究は，近年，
体力測定結果の活用や受講学生に歩数計を配布することで
体力や身体活動量を意識づけたり，準備運動時に SAQ ト
レーニングのような特定のプログラムを行いながら，体力
向上を目指したりする授業研究がなされてきた．例えば，
西脇ら（2014）は，大学体育実技授業時，受講学生に歩
数計を配布し，歩数や活動レベルと試合の勝敗に関連があ
ることを意識づけることで，競争を誘起させ，受講学生の
歩数を増大させた授業研究を行っている．また，平工ら

（2014）は，大学体育授業内で，G ボールを用いた授業実
践を行い，受講学生の気分改善効果や学生間のコミュニ
ケーションを深め，運動の楽しさを実感させることができ
たと報告している．この他にも，ニュースポーツを取り入
れた授業実践や教材研究がなされてきた．
　しかし，授業研究が進んでいない種目もある．例えば，
本学で必修種目として取り扱っている車椅子バスケット
ボールがその一つである．大学体育授業内で実施された車
椅子バスケットボールの教育的効果や教材の有効性に焦点
をあてた研究が非常に少ないのが現状である．
　現在，東京パラリンピックの開催決定や障害のある子供
たちが増えていることから，アダプテッド・スポーツにも
注目が集まっている．中でも車椅子バスケットボールは認
知度が高く，注目されているスポーツの一つであるため，
その教材の持つ教育的価値を見出す研究は非常に意義深い
と考える．
　一方で，これまでの車椅子バスケットボールに関する研

究では，障害者アスリート（特にトップレベル）を対象と
したものが多い．そこでは，ゲーム時の平均心拍数が比較
的高いこと（赤嶺ら，2000；緒方ら，2008）や非常にス
ピード感があり，移動距離も多いこと（金ら，2014）が
報告されている．また，一般の小学生，大学生を対象とし
た松尾ら（2013）の研究において，車椅子バスケットボー
ルの運動プログラム体験で，心拍数のデータが中程度の運
動強度を示したとの報告がなされていることからも，運動
量の確保が期待できる．意識変容の面では，安井（2004）
の研究において，小学生が障害者と車椅子バスケットボー
ルの交流体験を通して，障害者への理解が深まり，イメー
ジがポジティブなものへと変化したことを報告している．
また，松尾ら（2013）の研究でも，小学生，大学生ともに「燃
え上がる」，「夢中な」，「胸おどる」等の項目で，体験後に
高い値を示し，「障害者スポーツ」，「福祉体験」という捉
えではなく，一つのスポーツとして十分に楽しめるもので
あったことを報告している．このように，一定の身体的・
心理的・社会的効果が期待できる一方で，大学体育授業レ
ベルでの実践報告は非常に少ないのが現状である．
　そこで本研究では，大学体育授業内で行われた車椅子バ
スケットボールの実践を対象に教育的効果を明らかにする
ことを目的とした．なお本研究では，特にアンケート調査
を中心に受講学生の心情面の観点から車椅子バスケット
ボールの持つ教育的効果を検討することとした．

Ⅱ．方法

1．期日・対象
　本研究は，N 大学の一般教養体育「スポーツ・健康」を

表 1　対象と期日詳細
A クラス B クラス C クラス D クラス

授
業

期間 2015年5月8日～6月5日 2015年10月28日～11月25日 2015年11月9日～11月30日 2015年10月30日～12月4日
運動教材 車椅子バスケットボール

授業時間数 5時間
場所 N 大学体育館

教
師

教師 X 教師 Y 教師 Z 教師 Y 教師
性別 男性 男性 男性 男性
年齢 30代 50代 50代 50代

専門種目 野球 野球 サッカー 野球

指導歴
本授業は1年担当 本授業は2年半担当 本授業は7年半担当 本授業は2年半担当

大学体育で1年程度 高等学校保健体育， 
大学体育で35年以上

大学体育，プロチームで 
35年以上

高等学校保健体育， 
大学体育で35年以上

学
生

学科・学年 義肢装具，視機能・1年 臨床技術・1年 作業療法，言語聴覚・1年 医療情報・1年
人数 34名 34名 25名 19名
男子 14名 13名 13名 7名
女子 20名 21名 12名 12名

※欠席者は分析対象から除外している．
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受講した大学 1 年生 132 名（欠席者を分析から除外した
ため，実際は 112 名），教師 3 名（全 4 クラス）を対象と
した．授業は，平成 27 年 4 月上旬から平成 28 年 1 月下
旬までに行われた．なお，各クラスで全 15 時間ずつ実施
したが，車椅子バスケットボールを取り扱う時間は約 5 時
間であった．

2．授業内容
1）授業全体の概要

　本研究で実施した授業「スポーツ・健康」は，基礎教養
科目群に属しており，1 年次必修科目である．本授業は，
①基礎学習（健康・体力づくり運動の理論），②体組成・
体力の測定，③フィットネス，④スポーツ・レクリエーショ
ン（ソフトバレーボール），アダプテッド・スポーツ（車
椅子バスケットボール）で構成されている．

2）車椅子バスケットボールの授業展開

　図 1 は，車椅子バスケットボールの授業展開例である．
基本的な授業の流れとして，前半は，技能向上をねらいと
したドリル的なゲーム・練習を行い，その後，作戦立案や

戦術に主眼をおいたゲーム，メインゲームという流れで展
開した．なお，車椅子バスケットボールの初回授業では，
車椅子バスケットボールの歴史，特徴，ルールだけではな
く，障害者スポーツあるいはアダプテッド・スポーツが「障
害のある人だけが行うスポーツ」というネガティブな捉え
方ではなく，「何らかの障害を持った人でも行えるスポー
ツ」であるといった概念的な内容の説明も行った．また，
2 ～ 4 時間目では，特に攻撃に重点を置き「ボールを持っ
ている時は，空いている味方を見つけてパスをすること」，

「ボールを持っていない時は，味方や相手の位置を把握し
て空いているスペースをつく，またはスペースを作りだす
動きを意識すること」，「攻撃時に多くの得点を重ねるため
に①シュート，②パス，③ドリブルの優先順位を意識する
こと」，「守備からの速い攻撃としてファーストブレイクを
意識すること」等についての指導を行った．

3）車椅子バスケットボールのルール修正

　本研究で実施した車椅子バスケットボールのメインゲー
ムは，基本的に一般社団法人日本車椅子バスケットボール
連盟の競技ルールに則り行った．ただし，大学体育授業内
での実施，初心者学生が多い点を考慮し，「1 ゲーム時間
を 7 分間」，「3 秒・5 秒・8 秒・24 秒オーバータイムのよ
うな時間制限のルールを廃止」というルールの修正を行っ
た．また，授業の序盤では，車椅子を操作しながらのドリ
ブルを行うことが難しいため，「ドリブルを禁止する」と
いうルールの修正も行った．

3．データ収集ならびに分析方法
　本研究では，受講学生の主観的評価から今回実施した車
椅子バスケットボール授業の教育的効果を明らかにするた
め，高橋（2003）が作成した①診断的・総括的授業評価（大
学生用），②形成的授業評価を実施した．また，2 つの授
業評価から測れない受講学生の質的な心情変化について明
らかにするため，③自由記述形式のアンケートを実施した．
これら複数のアンケート調査を用いて，観察・分析を行っ
た．質問紙の詳細については下記に示す．

1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目
車椅子バスケット 
ボールについて

＜ドリル練習＞鬼あそび，リレーゲーム，シュートゲーム等

鬼あそび，パスゲーム
ハーフコート3対2 メインゲーム リーグ戦

メインゲーム

図１　車椅子バスケットボールの授業展開例

表 2　「スポーツ・健康」授業計画
週 授業内容
1 オリエンテーション，健康・体力に関する講義
2 体力測定（Pre）
3 トレーニングセンター①
4 トレーニングセンター②
5 車椅子バスケットボール①
6 車椅子バスケットボール②
7 車椅子バスケットボール③
8 車椅子バスケットボール④
9 車椅子バスケットボール⑤
10 ソフトバレーボール①
11 ソフトバレーボール②
12 ソフトバレーボール③
13 ソフトバレーボール④
14 ソフトバレーボール⑤
15 体力測定（Post），スポーツの意義に関する講義

※	クラスによって種目の順序が異なるが，基本的には上記
のような形で実施した．
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1）診断的・総括的授業評価

　授業前後に授業を受けた学生に診断的・総括的授業評価
票（大学生用）を配布し実施した．本調査票は「情意目標（た
のしむ）」，「運動目標（できる）」，「認識目標（まなぶ）」，「社
会的行動目標（まもる）」の 4 次元 20 項目（各因子 5 項目）
で構成された質問紙である．なお，回答は，「はい」，「ど
ちらでもない」，「いいえ」の 3 段階で行うものである．「は
い」を 3 点，「どちらでもない」を 2 点，「いいえ」を 1 点
と得点化し，各項目，各次元，総合得点の平均点を算出した．

2）形成的授業評価

　毎時間授業終了後に授業を受けた学生に形成的授業評価
票を配布し実施した．本調査票は「成果」，「意欲・関心」，

「学び方」，「協力」の 4 次元 9 項目から成り立っており，「は
い」，「どちらでもない」，「いいえ」の 3 段階で回答を行う
ものである．「はい」を 3 点，「どちらでもない」を 2 点，「い
いえ」を 1 点と得点化し，各項目，各次元，総合得点の平
均点を算出した．さらに，算出した平均点を該当する診断
基準に照らし合わせ，5 段階で評価した．この調査票は，
主に小・中学生を対象とした授業研究の際に用いられてい
るが，大学生でも十分活用可能な内容のものである．本研
究では，受講学生の毎授業時間の心情変化に着目するため
に用いた．

3）学生の自由記述

　受講学生が，車椅子バスケットボールの授業を受ける前
と受けた後でどのような心情の変化がみられたかについて
確認するため，自由記述形式のアンケートを作成し，実施
した．このアンケートは，「車椅子バスケットボールとい
うスポーツの印象についてお答えください．（どのような
イメージがあるか，どんな能力が身につくか等）」という
質問に対して，受講学生に回答させるものである．なお，
小項目を設けなかったのは，設定した項目によって受講学
生の回答を操作する可能性があったため，この質問内容の
みを回答させることとした．
　自由記述回答に含まれる単語の出現頻度や文章量等を
明らかにするために，テキストマイニングソフト「KH 
Coder」（樋口，2004）を用いて分析した．総抽出語数，
文章数，段落数を算出し，記述量を把握した．また，単語
の出現頻度については，出現回数上位 150 語を抽出し，授
業前後における記述内容を特徴づける語を明らかにした．
　さらに，技能水準が高い学生と低い学生では，記述内容
に違いがみられるかを確認するため，それぞれ 5 名ずつ抽
出した．なお，抽出学生は，担当教師と研究者間で協議し
選定を行った．

4．統計処理

　授業前後における診断的・総括的授業評価得点の比較
について対応のある t 検定を行った．統計処理ソフトは
IBM SPSS Statistics Version 22.0 を使用し，有意水準は
5％未満に設定した．

5．倫理的配慮
　本研究はヘルシンキ宣言の精神に沿い，人権擁護に配慮
した上で計画し，所属機関の倫理審査（承認番号：17595）
を受けた．また，対象教師・学生には，研究の趣旨やデータ
の取扱い等について事前説明を行い，同意を得て実施した．

Ⅲ．結果および考察

1．診断的・総括的授業評価
　表 3 は，授業前後で実施した診断的・総括的授業評価に
ついて，次元ごと（情意，運動，認識，社会的行動），お
よび総合得点の結果を全クラスおよびクラスごとに示した
ものである．
　全クラス（n=112）では，「総合（前 51.88 点，後 54.46 点，
p<0.001）」，「情意面（前 13.32 点，後 13.98 点，p<0.001）」，「運
動面（前 11.36 点，後 12.15 点，p<0.001）」，「認識面（前
13.65 点，後 14.08 点，p<0.01）」，「社会的行動面（前 13.04 点，
後 13.75 点，p<0.001）」において有意な向上が認められた．
この結果から，今回の車椅子バスケットボールの授業を通
して，受講学生が「楽しい」，「できた」，「わかった」，「ルー
ルやきまりを守れた」という実感を味わうことができたと
判断できる．
　クラスごとにみると，A クラス（n=34）では，「総合（前
50.94 点，後 53.88 点，p<0.001）」，「情意面（前 13.12 点，
後 13.74 点，p<0.01）」，「運動面（前 11.18 点，後 12.21 点，
p<0.001）」，「認識面（前 13.41 点，後 13.88 点，p<0.05）」，「社
会的行動面（前 13.24 点，後 14.06 点，p<0.001）」にお
いて有意な向上が認められた．B クラス（n=34）では，

「総合（前 52.18 点，後 54.59 点，p<0.01）」，「情意面（前
13.21 点，後 13.97 点，p<0.01）」，「運動面（前 11.59 点，
後 12.35 点，p<0.05）」，「 認 識 面（ 前 13.76 点， 後 14.26
点，p<0.05）」において有意な向上が認められた．C ク
ラ ス（n=25） で は，「 総 合（ 前 53.16 点， 後 55.48 点，
p<0.05）」，「情意面（前 13.48 点，後 14.36 点，p<0.01）」，

「運動面（前 11.88 点，後 12.84 点，p<0.05）」において有
意な向上が認められた．D クラス（n=19）では，「総合

（前 51.32 点，後 53.95 点，p<0.05）」，「認識面（前 13.11
点，後 12.42 点，p<0.05）」，「社会的行動面（前 10.95 点，
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後 12.42 点，p<0.001）」において有意な向上が認められた．
クラスごとでは，「情意面」，「運動面」の次元が多くのク
ラスで有意に向上した．これらのことより，今回の車椅子
バスケットボールの授業を通して，多くの受講学生が「楽
しい」，「できた」という実感を味わうことができたと判断
できる．しかし，社会的行動に関わる次元に有意な向上が
認められなかった．これは，大学生という年代では，これ
までにルールを守る態度や姿勢について，ある程度醸成さ
れてきたことが影響していると考えられる．

2．形成的授業評価
　表 4 は，毎時間の形成的授業評価について，各次元（成
果，意欲・関心，学び方，協力）および総合評価の結果を
クラスごとに示したものである．
　A クラスでは，総合評価が 1 時間目に 2.55 点（5 段階
の「3」）であった．3 時間目の得点が一時的に低下傾向を
示したが，概ね授業の進行とともに評価が向上し，最終時
間となる 5 時間目には最高評価の 2.80 点（5 段階の「5」）
となった．「成果」次元では，1 時間目の得点が 2.35 点（5
段階の「3」）であった．その後，授業を通して右肩上がり
で得点が向上し，最終時間となる 5 時間目には 2.72 点（5

段階の「5」）となった．「意欲・関心」次元では，1 時間
目の得点が 2.87 点（5 段階の「4」）であった．3 時間目に
一時的な低下傾向を示したが，4 時間目，5 時間目の得点
が 2.95 点以上（5 段階の「4」）であったため，授業の進行
とともに評価が向上したと言える．「学び方」次元では，1
時間目の得点が 2.41 点（5 段階の「3」）であった．2 時間
目以降は，すべての時間で 5 段階評価の「4」以上の値（2
時間目 2.66 点，3 時間目 2.60 点，4 時間目 2.74 点，5 時
間目 2.68 点）で得点が推移した．「協力」次元では，1 時
間目の得点が 2.64 点（5 段階の「4」）であった．授業の進
行とともに評価が向上し，4 時間目，5 時間目では，2.91 点，
2.89 点（5 段階の「5」）と高い評価がなされた．
　B クラスでは，総合評価が 1 時間目に 2.69 点（5 段階の

「4」）であった．3時間目，5時間目に得点が低下しているが，
すべての時間において 5 段階評価の「4」という高い値で
推移した．「成果」次元では，1 時間目の得点が 2.49 点（5
段階の「4」）であったが，2 時間目から 4 時間目まで 2.75
点（5 段階の「5」）という高い得点で推移した．「意欲・関心」
次元では，1 時間目の得点が 2.84 点（5 段階の「4」）であっ
た．4 時間目まで 5 段階評価の「4」の値（2 時間目 2.95
点，3 時間目 2.87 点，4 時間目 2.90 点）で推移したが，5

表３　診断的・総括的授業評価の結果

クラス 因子名
授業前 授業後

t 値
MEAN (S.D.) MEAN (S.D.)

全クラス 
(n=112)

総合 51.88 (5.94) 54.46 (5.14) -6.987 ***
情意 13.32 (1.52) 13.98 (1.28) -5.046 ***
運動 11.36 (2.19) 12.15 (2.07) -5.292 ***
認識 13.65 (1.66) 14.08 (1.28) -3.472 **
社会 13.04 (2.00) 13.75 (1.54) -5.735 ***

A 
(n=34)

総合 50.94 (5.55) 53.88 (4.88) -5.328 ***
情意 13.12 (1.37) 13.74 (1.16) -3.049 **
運動 11.18 (1.87) 12.21 (1.97) -5.260 ***
認識 13.41 (1.67) 13.88 (1.20) -2.264 *
社会 13.24 (1.39) 14.06 (1.13) -5.759 ***

B 
(n=34)

総合 52.18 (7.21) 54.59 (6.12) -3.244 **
情意 13.21 (1.89) 13.97 (1.51) -2.975 **
運動 11.59 (2.65) 12.35 (2.45) -2.586 *
認識 13.76 (1.88) 14.26 (1.31) -2.190 *
社会 13.62 (1.79) 14.00 (1.46) -1.553 

C 
(n=25)

総合 53.16 (4.58) 55.48 (3.28) -2.681 *
情意 13.48 (1.19) 14.36 (0.91) -3.301 **
運動 11.88 (2.37) 12.84 (1.75) -2.493 *
認識 14.24 (1.05) 14.28 (0.98) -0.166 
社会 13.56 (1.58) 14.00 (1.00) -1.390 

D 
（n=19）

総合 51.32 (5.75) 53.95 (5.81) -2.866 *
情意 13.68 (1.45) 13.95 (1.43) -0.720 
運動 10.58 (1.26) 10.79 (1.23) -0.607 
認識 13.11 (1.73) 13.84 (1.68) -2.111 *
社会 10.95 (2.48) 12.42 (2.19) -5.480 ***

(*p<.05 **p<.01 ***p<.001)
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時間目に 2.80 点（5 段階の「3」）と得点が低下した．「学
び方」次元では，1 時間目の得点が 2.71 点（5 段階の「4」）
であった．授業を通して 5 段階評価の「4」以上の値で推
移した．4 時間目には 2.85 点（5 段階の「5」）となった．

「協力」次元では，1 時間目の得点が 2.81 点（5 段階の「4」）
であった．2 時間目から 4 時間目までは 2.90 点以上（5 段
階の「5」）の値で推移した．5 時間目に 2.77 点（5 段階の「4」）
と得点が低下しているが，すべての時間で 5 段階評価の

「4」以上の値で推移したため，高い評価であったと言える．
　C クラスでは，総合評価が 1 時間目から 4 時間目まで 5
段階評価の「5」の値（1 時間目 2.90 点，2 時間目 2.86 点，
3 時間目 2.92 点，4 時間目 2.84 点）を示した．「成果」次
元では，1 時間目の得点が 2.86 点（5 段階の「5」）であっ
た．2 時間目，3 時間目についても 5 段階評価の「5」の
値（2 時間目 2.80 点，3 時間目 2.95 点）であったが，4 時
間目に 2.69 点（5 段階の「4」）と得点が低下した．「意欲・
関心」次元では，すべての時間で 5 段階評価の「4」とい
う高い値（1 時間目 2.96 点，2 時間目 2.94 点，3 時間目 2.96
点，4 時間目 2.85 点）で推移した．「学び方」次元では，
すべての時間で 5 段階の「5」という高い値（1 時間目 2.95
点，2 時間目 2.94 点，3 時間目 2.95 点，4 時間目 2.94 点）
で推移した．「協力」次元では，1 時間目から 3 時間目ま
で 5 段階評価の「4」の値（1 時間目 2.84 点，2 時間目 2.76 点，
3 時間目 2.84 点）であったが，最終時間となる 4 時間目に
は 2.87 点（5 段階の「5」）と最も高い得点となった．
　D クラスでは，総合評価が 1 時間目の得点が 2.61 点（5

段階の「4」）であった．3 時間目，4 時間目に一時的な評
価の落ち込みがみられたものの，最終の 5 時間目には 2.81
点（5 段階の「5」）となった．「成果」次元では，1 時間
目の得点が 2.41 点（5 段階の「3」）であった．2 時間目に
得点が向上し，3 時間目，4 時間目に評価がやや落ち込む
が，最終の 5 時間目には 2.75 点（5 段階の「5」）と高い
値を示した．「意欲・関心」次元では，1 時間目の得点が
2.72 点（5 段階の「3」）であった．2 時間目に得点が向上し，
3 時間目，4 時間目に評価がやや落ち込むが，最終の 5 時
間目には 2.90 点（5 段階の「5」）と高い値を示した．「学
び方」次元では，1 時間目の得点が 2.55 点（5 段階の「3」）
であった．2 時間目に得点が向上し，3 時間目，4 時間目
に評価がやや落ち込むが，最終の 5 時間目には 2.81 点（5
段階の「5」）と高い値を示した．「協力」次元では，評価
が落ち込む時間もみられたが，5 段階評価の「5」または「4」
という高い値（1 時間目 2.87 点，2 時間目 2.96 点，3 時間
目 2.83 点，4 時間目 2.85 点，5 時間目 2.81 点）で推移した．
　これらのことより，授業日が極端に冷え込んだ時間に多少
評価の落ち込みが見られたものの，全体的に高い評価で推
移していたことから，本研究で行った車椅子バスケットボー
ルの授業が，受講学生に肯定的・好意的に受け入れられた
内容であったことがわかる．特に，「成果」，「協力」の次元
の数値が高く，診断的・総括的授業評価と同様の結果となっ
た．つまり，受講学生にとって「できないことができた」や

「チームで協力したり，うまく関わったりすることができた」
という実感を味わうことができるものであったと判断できる．

表４　形成的授業評価の結果
クラス 次元 1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目

A 
(n=34)

総合 2.55(3) 2.69(4) 2.65(4) 2.77(5) 2.80(5)
成果 2.35(3) 2.52(4) 2.54(4) 2.52(4) 2.72(5)

意欲・関心 2.87(4) 2.89(4) 2.76(3) 2.97(4) 2.95(4)
学び方 2.41(3) 2.66(4) 2.60(4) 2.74(4) 2.68(4)
協力 2.64(4) 2.76(4) 2.75(4) 2.91(5) 2.89(5)

B 
(n=34)

総合 2.69(4) 2.85(5) 2.82(5) 2.85(5) 2.74(4)
成果 2.49(4) 2.75(5) 2.75(5) 2.75(5) 2.66(4)

意欲・関心 2.84(4) 2.95(4) 2.87(4) 2.90(4) 2.80(3)
学び方 2.71(4) 2.79(4) 2.79(4) 2.85(5) 2.79(4)
協力 2.81(4) 2.95(5) 2.90(5) 2.93(5) 2.77(4)

C 
(n=25)

総合 2.90(5) 2.86(5) 2.92(5) 2.84(5)
成果 2.86(5) 2.80(5) 2.95(5) 2.69(4)

意欲・関心 2.96(4) 2.94(4) 2.96(4) 2.85(4)
学び方 2.95(5) 2.94(5) 2.95(5) 2.94(5)
協力 2.84(4) 2.76(4) 2.84(4) 2.87(5)

D 
（n=19）

総合 2.61(4) 2.81(5) 2.96(5) 2.69(4) 2.81(5)
成果 2.41(3) 2.73(5) 2.57(4) 2.58(4) 2.75(5)

意欲・関心 2.72(3) 2.91(4) 2.77(3) 2.76(3) 2.90(4)
学び方 2.55(3) 2.7(4) 2.67(4) 2.61(4) 2.81(5)
協力 2.87(5) 2.96(5) 2.83(4) 2.85(5) 2.81(4)

平均点（5段階評価）



62

高田ほか／大学体育授業における車椅子バスケットボールの教育的効果の検討

62

3．自由記述回答
1）各クラスの記述量

　表 5 は，テキストマイニングによる自由記述の回答に
ついて，総抽出語数や文章数等を示したものである．全
クラス合計をみると，総抽出語数は授業前 3,307 語に対し
て，授業後 5,710 語と増加傾向を示した．また，文章数も
授業前 369 文に対して，授業後 415 文と増加傾向を示した．
各クラスをみると，A クラス（総抽出語数：前 747 語→
後 2,025 語，文章数：前 127 文→後 162 文），B クラス（総
抽出語数：前 1,069 語→後 1,643 語，文章数：前 100 文→
後 114 文），C クラス（総抽出語数：前 656 語→後 885 語，
文章数：前 74 文→後 81 文）と 4 クラス中 3 クラスにお
いて総抽出語数，文章数ともに増加傾向を示した．

2）授業前後の頻出語

　表6は，授業前後における全クラスの頻出語リスト（150
語）を示したものである．授業前は，「難しい」という
単語が全体の 3 番目に位置し，出現回数は 58 回であっ
た．また，「楽しい」という単語は 8 回の出現で全体の
33 番目であった．しかし，授業後には，「楽しい」とい
う単語が全体の 5 番目に位置し，出現回数も 43 回と増
えており，「難しい」という単語の出現回数を上回った．
これは，すべての受講学生が未経験者のため，授業前は，
車椅子バスケットボールの「楽しさ」よりも「難しそう」
というイメージが先行したと考えられる．しかし，授業
後には，「楽しさ」が先行していることから，多くの受
講学生が十分に車椅子バスケットボールの授業を楽しめ
たことが窺える．ただし，「難しい」という単語は，授
業後も出現回数が 35 回で全体の 7 番目に位置している
ことから，車椅子操作をしながらパス，シュート，ドリ
ブルを行う高度な技能を獲得できるような教材が必要で
あると考えられる．
　次に，「協力」，「コミュニケーション」，「チームワー
ク」のような協力する態度や姿勢を表す単語に着目する
と，授業前は，すべての単語が全体の 50 番目以降に位置
しているが，授業後は，「コミュニケーション」が出現回
数 10 回で全体の 34 番目，「協力」が出現回数 10 回で全

体の 34 番目，「仲間」が 9 回で全体の 41 番目というよう
に授業前よりも上位に位置していることがわかる．つま
り，今回の車椅子バスケットボールの授業を通して，受
講学生に対して，仲間と協力する態度や姿勢を意識づけ
たり，コミュニケーション能力の向上を実感させたりす
ることができたと言える．

4．抽出学生の自由記述回答
1）技能水準の高い学生

　表 7 は，技能水準が高い抽出学生 5 名の授業前後の記
述内容を示したものである．授業前は，「つまらない」，

「ルールが簡単」，「イメージがわかない」，「難しい」等
のように，車椅子バスケットボールというスポーツに対
して，否定的なイメージまたは車椅子バスケットボール
というスポーツそのものが漠然としたイメージであるこ
とが読み取れる記述内容が多くみられた．しかし，授業
後は，「楽しかった」という肯定的な記述内容，「チー
ムスポーツ」，「コミュニケーション能力」，「仲間にパ
ス」のような仲間との協力・協調性について触れた記述
内容が増えた．また，受講学生（b）「車椅子の操作をし
ながら仲間の位置を探したりとコミュニケーション能力
が必要だと感じた．」，（d）「予測して動くことが大切に
なると思います．よって，予測する力がつくと考えられ
ます．」，（e）「適切な判断力が身につくと思った．」，「仲
間にパスをするには，少し移動してからパスをするのが
いいと思った．」のように，状況判断能力や予測能力の
必要性に気づく記述がみられた．他にも，受講学生（a）
のように「今後いろいろな障害者スポーツに触れてみた
い」という生涯スポーツにつながる記述内容がみられた
り，受講学生（b）のように「運動が苦手な健常者でも
活躍できる」という運動が苦手な方へ目を向けた記述内
容がみられたりした．これらのことより，技能水準が高
い学生は，今回実施した車椅子バスケットボールの授業
を通して「楽しさ」や他者との協力・協調性やコミュニ
ケーション能力の向上，状況判断能力や予測能力の向上
を十分に実感できたと判断できる．また，技能差や障害
の有無への理解という点においても良い影響があったと
考えられる．

表５　自由記述回答の抽出語頻度
A クラス （n=34） B クラス （n=34） C クラス （n=25） D クラス （n=19） 全体 （n=112）

単元前 単元後 単元前 単元後 単元前 単元後 単元前 単元後 単元前 単元後
総抽出語数 747 2,502 1,069 1,643 656 885 835 680 3,307 5,710 
異なる語数 200 439 245 352 193 255 204 185 456 699 

文 127 162 98 114 74 81 70 58 369 415 
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表６　授業前後における全クラスの頻出語リスト（150 語）
授業前 授業後

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
思う 84 協力 5 自由 2 思う 101 先 8 関係 3
車椅子 81 自分 5 手先 2 車椅子 84 判断 8 協調 3
難しい 58 同士 5 重要 2 スポーツ 80 行う 7 苦手 3
スポーツ 43 コミュニケーション� 4 初めて 2 バスケ 63 授業 7 決める 3
バスケ 36 危ない 4 上肢 2 楽しい 43 少し 7 次 3
使う 31 気持ち 4 上腕 2 普通 37 上手い 7 自然 3
腕 27 実際 4 常に 2 難しい 35 乗る 7 状況 3
イメージ 26 接触 4 状態 2 障害 34 体力 7 神経 3
人 26 相手 4 深まる 2 パス 33 いろいろ 6 早い 3
障害 25 怖い 4 進む 2 使う 32 チームワーク� 6 団結 3
普通 25 ケガ 3 全く 2 バスケットボール�31 慣れる 6 男女 3
バスケットボール�23 コントロール� 3 素早い 2 人 31 行動 6 通る 3
能力 17 チーム 3 想像 2 動く 27 座る 6 同士 3
身 15 チームワーク� 3 打つ 2 イメージ 26 作戦 6 方向 3
動く 15 テレビ 3 体験 2 腕 25 視野 6 予測 3
見る 14 ドリブル 3 鍛える 2 身 22 出す 6 立つ 3
足 14 バスケット� 3 知る 2 足 21 声 6 練習 3
大変 14 運動 3 仲間 2 能力 20 前 6 連携 3
動かす 14 楽しむ 3 追う 2 力 20 速い 6 腕力 3
力 14 観察 3 痛い 2 シュート 18 入る 6 アイコ 2
操作 13 技術 3 動き 2 考える 18 立てる 6 カット 2
ボール 12 合う 3 動ける 2 実際 17 プレー 5 コントロール� 2
手 12 作戦 3 動作 2 印象 15 運動 5 スピード 2
筋力 11 速い 3 背筋 2 自分 15 激しい 5 タクト 2
少し 11 多い 3 判断 2 違う 13 広い 5 ハード 2
体 11 通常 3 比べる 2 大変 13 差 5 バスケット� 2
周り 10 動き回る 3 疲れる 2 チーム 12 受ける 5 パラリンピック� 2
上半身 10 不安 3 非常 2 楽しめる 12 体 5 プロ 2
シュート 9 忙しい 3 付く 2 筋肉 12 動かす 5 扱う 2
パス 9 いろいろ 2 平等 2 手 12 動き 5 意外と 2
考える 9 コート 2 方向 2 最初 11 面白い 5 下手 2
行う 9 ディフェンス� 2 面白い 2 相手 11 たくさん 4 下半身 2
印象 8 バランス 2 理解 2 大切 11 ディフェンス� 4 加える 2
楽しい 8 プレー 2 立場 2 コミュニケーション�10 筋力 4 回転 2
競技 8 扱う 2 良い 2 楽しむ 10 行く 4 怪我 2
強い 8 一緒 2 びっくり 1 感じる 10 体験 4 確実 2
持つ 8 下肢 2 ほか 1 協力 10 対等 4 学べる 2
乗る 8 楽しめる 2 キャッチ 1 健常 10 通常 4 楽 2
必要 8 幹 2 ゴール 1 操作 10 頭 4 簡単 2
腕力 8 感じる 2 スピーディー� 1 必要 10 動ける 4 観察 2
筋肉 7 慣れる 2 スピード 1 ボール 9 普段 4 関わる 2
激しい 7 器用 2 スムーズ 1 競技 9 分かる 4 危険 2
頭 7 興味 2 ダブル 1 多い 9 良い 4 機会 2
不自由 7 経験 2 ポピュラー� 1 仲間 9 ゴール 3 驚く 2
違う 6 決める 2 マイナー 1 不自由 9 スムーズ 3 決まる 2
身体 6 座る 2 ルート 1 見る 8 ドリブル 3 結構 2
ハンデ 5 使い方 2 扱い 1 試合 8 位置 3 見える 2
パラリンピック� 5 使える 2 案外 1 持つ 8 移動 3 向き 2
ルール 5 視野 2 位置 1 周り 8 一番 3 向く 2
危険 5 試合 2 意識 1 上半身 8 回す 3 向上 2
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2）技能水準が低い学生

　表 8 は，技能水準が低い抽出学生 5 名の授業前後の記述
内容を示したものである．授業前は，「痛そう」，「難しい」，

「大変」，「危険度が高そう」のように，車椅子バスケットボー
ルに対して否定的な記述内容が多くみられた．しかし，授
業後は，「楽しい」という肯定的な記述内容が増えた．また，

「仲間（チーム）と協力」，「コミュニケーション能力が身
につく」等の他者との協力・協調性についての記述内容が
増えた．これは，診断的・総括的授業評価，形成的授業評
価の結果を反映しており，技能水準が低い学生でも十分に
車椅子バスケットボールの「楽しさ」や他者との協力・協
調性やコミュニケーション能力の向上を実感できたと判断
できる．また，受講学生（g），（i）のように，バスケット
ボールと車椅子バスケットボールの違いに気づいたり，車
椅子バスケットボールのイメージが変化したことに気づい
たりする記述もみられ，障害者スポーツの魅力を味わうこ
とができたのではないかと考えられる．
　しかし，受講学生（h）「手で車椅子を動かし，ドリブ
ルやシュートなども行ったりなどのたくさんの動作があ
り，思っていたより大変でした．」，（j）「細かい動きが本

当に難しかった．」という意見があったように，複数の動
作が重なることで技能の難しさを感じた記述内容もみられ
たことから，技能面を向上させる教材を用意し，指導して
いかなければならないことが示唆された．

Ⅳ．まとめ

　本研究は，アンケート調査を中心に受講学生の心情面
の観点から車椅子バスケットボールの教育的効果につい
て事例的に明らかにすることを目的とした．診断的・総
括的授業評価の結果では，全クラスでみると「情意」，「運
動」，「認識」，「社会的行動」が有意に向上した．各クラ
スでみると「情意」，「運動」が多くのクラスで有意に向
上した．形成的授業評価の結果では，「意欲・関心（4 ク
ラス中 4 クラス）」，「協力（4 クラス中 3 クラス）」の因子
が向上傾向を示した．自由記述の結果から，各クラスで
記述量が単元前後で増加傾向を示し，「楽しい」や「コミュ
ニケーション」，「協力」等の情意面の変容やコミュニケー
ション能力の向上に関する記述内容が増えた．また，状
況判断能力，予測能力の必要性，技能差・障害の有無へ
の言及等具体的な記述内容が多くみられた．これらのこ

表７　技能水準が高い抽出学生 5 名の授業前後の記述内容
抽出学生 単元前 単元後

a
障害者のスポーツというイメージが強い．
通常の人からしたらつまらない．
ルールが簡単そう．

実際体験してみて楽しかったし，チームスポーツならではの楽しみが
あった．この先体験できないような車椅子バスケは特に充実した期間
であった．今後いろいろな障害者スポーツに触れてみたいと思った．

b
バスケットをしながら車椅子を操作してす
ごいと思う．車椅子を動かしながらなので
上半身が強化できると思う．

大学の授業で初めて車椅子バスケットボールをやって，車椅子は乗っ
たことが何回かあったので大丈夫でしたが，ボールを持って操作する
となると，始めは結構大変でした．車椅子なので足が動かせないので，
上肢を使い何でもするので腕やいろいろな所の筋肉がつくのではない
かと思う．また，車椅子の操作をしながら仲間の位置を探したりとコ
ミュニケーション能力が必要だと感じた．

c あまり見たことがなく，イメージがわかない．

車椅子バスケについて，体験する前は障害者のためのバスケの代わり
と思っていた．しかし，実際にやってみると，健常者でも楽しむこと
ができ，むしろ運動が苦手な健常者も活躍できるハードルの低いス
ポーツだと感じた．これからは「車椅子バスケ」という別のスポーツと
しての発展に期待している．

d 普通のバスケとは違い，車椅子を使うので
難しい．また，腕の筋肉がつくと思います．

車椅子を使うから普通のバスケよりも地味なスポーツで楽しくなさそ
うだというイメージ・印象がありました．車椅子は回ったり，進んだ
りすることはできますが，横に行く際には90度向きを変えなくてはな
りません．足を使って移動するよりも手間がかかります．そのことを
考慮すると予測して動くことが大切になると思います．よって，予測
する力がつくと考えられます．

e

普通のバスケとは違い，あまり使い慣れて
いないバスケをすることは，とても難しい
というのが正直だ．相手にパスをするとき
など，背筋を思いっきり使うと思う．背筋，
上腕二頭筋が鍛えられる．

車椅子バスケットボールの授業が始まる前は，とても難しいものだと
思っていた．しかし，授業がはじまり車椅子の操作から始めると自分
が想像していたより楽に操作ができた．このことで，車椅子のことに
ついて興味を持ちインターネットで調べたところ本当のプレイヤーは
もっと速く正確にシュートを決めていてかっこいいというイメージを
持った．車椅子バスケットボールをすることにより，腕と肩の筋肉，
適切な判断力が身につくと思った．普通のバスケットボールとは違い，
座っていることにより，立っている時よりシュートに使う筋肉のエネ
ルギーが格段に違っていた．そして，仲間にパスをするには，少し移
動してからパスをするのがいいと思った．
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とより，今回実施した車椅子バスケットボールの授業を
通して，受講学生の肯定的・好意的な感情を増加させる
ことができ，受講学生の心情面の観点から一定の教育的
効果を確認することができた．具体的には，①「楽しい」，

「できた」を実感できる，②仲間と協力する姿勢を養い，
コミュニケーション能力の向上を実感できる，③状況判
断能力や予測能力の必要性について実感できる，④技能
差・障害の有無について理解できるという点において効
果的であったことが事例的に明らかとなった．
　一方で，技能水準の低い受講学生から技能の難しさを実
感する記述内容がみられたことから，技能面を向上させる
教材を開発したり，指導内容を検討したりする必要がある．
また，技能の変容や運動量等の身体的・体力的効果と合わ
せて教育的効果を検討すること，他の運動・スポーツ種目
と比較すること，他の対象で検討すること等が今後の課題
として挙げられる．
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f ぶつかったら痛そう．
周りを見て行動する能力が身につくと思う．

車椅子同士のぶつかった時の衝撃がすごかったです．
プロがぶつかった時にはスピードがあるので，ケガをするのではと考
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ける判断力や車椅子に乗りながらパスなどをつなげるような正確さが
身につくと思います．このスポーツに限らず障害者スポーツは，ただ
普通のスポーツができないからやる競技であるというだけでなく，こ
のスポーツそのものにも普通のスポーツにはないような魅力があるこ
とが分かりました．

h 普通のバスケより難しそう．
危険度が高そう．

あまり動くことが少ないスポーツだと思っていましたが，たくさん動
くので驚きました．足を使わずに，手で車椅子を動かし，ドリブルや
シュートなども行ったりなどのたくさんの動作があり，思っていたよ
り大変でした．車椅子バスケはバスケと同じようなスポーツであると
思っていましたが，バスケと車椅子バスケはルールが違って違うス
ポーツのようでした．車椅子バスケは，チーム戦なのでチームの仲間
と協力して行うものなので団結力が身につくと思います．そして，協
力しあったりするので，コミュニケーション能力も身につくスポーツ
なのだと感じました．

i
パス回しが難しそう．
相手のボールを奪いづらそう．
手と頭と車椅子とで頭を使いそう．
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してみてその考えが一変しました．まず，足が不自由でなくても楽し
めるスポーツで大変驚きました．私はバスケが苦手で上手くシュート
できないことや動き回れないことに苛立っていつもバスケの時は応援
役になるように手回しをしていました．ですが，車椅子バスケは自分
の足を使わないので，足の速さなども気にしなくて良いことから「楽し
い！」と思えるようになりました．他にもゆるいスポーツという印象が
消え，意外と激しいスポーツでもあるイメージに塗りかえられました．
腕や手を使うので，腕のたるみにも効果がありそうだと思いました．

j

難しそうだから，慣れるまで時間がかかり
そう．
声を出しながらやれば，コミュニケーショ
ンが深まりそう．

慣れるまでは操作が難しくて大変だったが，慣れたら楽しくチームで
協力しながらできるようになった．声を出しながらやるのが大切だと
思った．どこのポジションをとるか考えながらやるのが大変だったが
面白かった．車椅子なので細かい動きは本当に難しかった．
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　本研究の目的は，車椅子バスケットボールの教育的効果を，受講学生の心情面の変化に着目して事例的に明らかにすること
であった．対象は，学部・学科の異なる 4 クラス，指導力量の異なる教師 3 名であった．調査内容は，（1）診断的・総括的
授業評価，（2）形成的授業評価，（3）自由記述形式のアンケートであった．得られた主な結果は以下のとおりである．
1．	診断的・総括的授業評価の結果では，全クラスでみると「情意」，「運動」，「認識」，「社会的行動」が有意に向上した．各

クラスでみると「情意」，「運動」が共通で有意に向上した．
2．	形成的授業評価の結果では，4 クラス中 4 クラスにおいて「意欲・関心」の因子が向上傾向を示した．4 クラス中 3 クラ

スにおいて「協力」の因子が向上傾向を示した．
3．	自由記述形式のアンケートの結果では，各クラスで記述量が単元前後で増加傾向を示した．また，「楽しい」や「コミュニケー

ション」，「協力」に関する記述内容が増えた．他にも，状況判断能力，予測能力の必要性，技能差・障害の有無への言及
等具体的な記述内容が多くみられた．

　以上のことから，今回実施した車椅子バスケットボールの授業において，受講学生の心情面から，次の 4 点について教育的
効果を見出すことができる．（1）「楽しい」，「できた」を実感できる，（2）仲間と協力する姿勢を養い，コミュニケーション
能力の向上を実感できる，（3）状況判断能力や予測能力の必要性について実感できる，（4）技能差・障害の有無について理
解できるという点において効果的であったと言える．

英文抄録の和訳


